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お
い
し
い
蓬
田
牛
を
実
際
に

食
べ
て
も
ら
い
（

村
内
外
に
蓬

田
牛
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
し

、
消
費

拡
大
と
畜
産
振
興
を
図
ろ
う
と

村

が
開
催
し
て
い
る
、
よ
も
ぎ

た
産
業
ま
つ
り

が
八
月
二
十
九

日
、
村
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
開
会

式
で
は
、
古
川
正
隆
村
長
よ
り

「
こ
れ
か
ら
も
村
内
外
の
大
に

喜
ん
で
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う

玉
松
地
区
を
整
備
し
て
い
き
ま

す

。
」

と
あ
い
さ
つ

が
あ
り

ま

し
た
。

花
火
の
号
砲
で
オ
ー
プ
ン
す

る
と
同
時
に

、
色
と
り
ど
り
の

テ
ン
ト

が
張
ら
れ
た
多
目
的
広

場
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
村
内
は
も

と
よ
り
近
隣
市
町
村
か
ら
集
ま
っ

た
三
千
人
の
お
客
さ
ん
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
家
族
連
れ
や
友

人
グ
ル

ー
プ
が
コ
ン
ロ
を
囲
ん

で

、
網
や
鉄
板
で
う
ま
い
蓬
田

牛
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
村
農
協

、
漁
協
、
商

工
会

が
協
賛
し

、
農
業
機
械
や

船
用
品
の
展
示
即
売
、
商
工
会

の
ス
タ
ン
プ
交
換
と
抽
選
会

、

ホ
タ
テ
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど
多
彩

な
イ

ベ
ン
ト
が
人
気
を
集
め
て

い

ま
し

た

。
ア
ラ

ス

カ
会

館

（
青
森
市
）
で
は
、
恒
例
の
そ

う
め
ん
五
百
食
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
や
蓬
田
牛
モ
モ
肉
の
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
を
百
円
で
販
売
し

、

テ
ン
ト
前
は
長
蛇
の
列
が
で
き

て
大
好
評
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
牛
乳
早
飲

み
競
争

が
行
わ
れ
、
村
外
か
ら

の
お
客
さ
ん
や
ス
ー
パ
ー
ギ
ャ

ン

グ
深
夜
同
盟
の
う
つ
ち
ゃ
ん

や
後
藤
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

も
参
加

し
て
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー

で
は
、
地
元

の
歌
手
・
蓬
か
ほ

り
さ
ん
が
十
曲
を
披
露
し

、
最

後
の
蓬
田
音
頭
で
は
来
場
者
と

一
緒
に
手
踊
り
の
輪

が
広
が
り

ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
お
楽
し

み
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
豪
華
な

賞
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
野
球
場
で
熱
気
球
が

あ
げ
ら
れ
、
見
物
客
か
ら
大
き

な
歓
声
が
あ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
ア
ラ
ス
カ
会
館
が
販

売
し
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
の
売

上
金
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
善
意
の

心
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祭りを楽しむお客さんの3.00

0人美味しい蓬田牛を舌鼓!!
‘99よもぎた産業まつ

り

●よもぎた産業まつり　２



平成11年度　成人式

20歳を迎えて、
41人の新たな旅立ち

新
成
人
を
祝
う
平
成
十

一
年

度
成
人
式
が
八
月
十
四
日

、
村

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
午
前
十
時
か
ら
始
ま
り
、

張
間
鐵
男
教
育
委
員
長

が
「
高

齢
化
社
会
と
情
報
化
社
会
の
進

展
、
国
際
社
会
と
の
連
携
の
中

で
、
皆
さ
ん
の
使
命
と
役
割
は

大
き
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
荒

れ
狂
う
世
の
大
波
も
険
し
い
世

の
山
道
も
清
純
な
心
で
生
き
抜

き
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
大
き

な
夢
を
も
っ
て
活
躍
し
て
く
だ

さ
い

。
」

と
式
辞

を
述

べ
ま
し

た
。続

い
て
、
古
川
正
隆
村
長

、

清
水
信
造
議
会
議
長

、
中
学
生

時
代
の
恩
師
よ
り
祝
辞

が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し

、
新
成
人
の
石

田
善
信
さ
ん
が
「
自
分
の
目
標

を
目
指
し
て

、
こ
れ
か
ら
の
一

分
一
秒
を
過
ご
し

、
二
十
一
世

紀
の
蓬
田
村
の
歴
史
は
自
分
た

ち
が
つ
く
る
と
い
う
ぐ
ら
い
の

心
構
え
を
も
っ
て
歩
ん
で
行
き

ま
す
。」
、
八
戸
ゆ
か
り
さ
ん
が

「
変
動
の
激
し
い
社
会
状
況
の

中
で
、
常
に
自
己
を
見
失
う
こ

と
な
く
、
適
切
に
方
向
を
見
定

め

、
主

体
的
に
生
き
た
い

。」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し

た
。村

長
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
記

念
品
が
、
細
谷
正
選
挙
管
理
委

員
長
か
ら
は
選
挙
啓
発
の
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
の
誓
い
を
吉
崎

貴
宏
さ
ん
と
新
成
人
全
員
で
斉

唱
し

、
式
を
閉
じ
ま
し

た
。

こ
の
後
、
懇
談
会
が
開
か
れ
、

久
し
ぶ
り
の
再
会

を
懐
か
し
ん

で
い
ま
し

た
。

成人式3



清掃奉仕ありがとう

多 ベユミモ)多かったの

ですが、施設利用者と

関係者の皆さんのおか

げて、海水浴場はすっ

かりきれいになりまし

た。

奉仕活動、大変御苦

労さまでした。

八
月
二
十
日
、
玉
松
台
に
お

い
て

、
村
戦
没
者
慰
霊
祭
が
来

賓
、
遺
族

、
関
係
者
百
四
十
人

が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
川
正
隆
村
長

が
村
政
の
現

状
を
御
霊
に
報
告

、
「
時
代

が

一
段
と
複
雑
多
岐
に
渡
り
、
不

透
明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
希
望

あ
る
村
づ
く
り
を
誓
い
ま
す

。」

と
祭
文
を
奉
呈
し
ま
し
た
。

村
内
有
志
女
性
二
十
人
に
よ

る
御
詠
歌
の
流
れ
る
中
、
参
列

者
が
焼
香
を
行
い
、
肉
親
の
霊

を
慰
め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
、
青
森
駐

屯
地
の
陸
上
自
衛
隊
員
に
よ
る

ラ
ッ
パ
演
奏
と
銃
剣
道
演
武
が

奉
納
さ
れ
閉
祭
し
ま
し
た
。

第54回

青森県民体育大会

第54 回青森県民体育大会が、 ８月７日から８日
は陸上、ゲートボール、 ８月21 日から22 日は卓球、
ボウリングとむつ市を会場に開催され、村体育協
会（福士鍛造会長） 選手団30 人は熱戦を繰り広げ
ました。

出場選手は次のとおりです。
卜 陸上部

● 中川貴世人 （100mA ・ 200mリレ ー） ●倉谷
浩二 （200mA ・ 200mリレー）●高田一憲 （100
m リレー ・200m リレー）●久慈勝造 （400mA ・
1, 500mA ・ 200mリレー）●久慈勝義 （100mB ・
1, 500mB ・ 100mリレー）●稲葉宏 （100mC･100

m リレー）●福士晃 （2,000mC ・ 100mリレー）
●坂本太 （砲丸投げＯ

●･ゲートボール音「1
工藤義正、坂本三千雄、木戸弘、 福浦竹次郎、
小松公紀、福浦務、藤田賢三郎

ド 卓I求部

青
木成功、清水信幸、 小野由紀子、藤本佳居、

工藤斉毅、沼田秀樹、大宮千恵子、小松依子、

清水淳範
、大宮正志

ト ボウリング部
川崎幸治、古村晴美、 白取直治、清水春明、
森春樹

平
成
十
一
年
度

戦
没
者
慰
霊
祭

慰霊祭 ４

観光シーズンも終わり、残暑の残る９月10日、

知的障害者更生施設「徳生園」（柿崎祐蔵園長）

は、施設利用者と関係者40人で玉松海水浴場を清

掃奉仕しました。

施設利用者たちは、草刈鎌やビニール袋を手に

空き缶や紙くずなど海辺のゴミを拾い集めました。

今年の玉松海水浴場は晴天に恵まれ、利用客が
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サ ラ 々 知゙ 隊 ≠､主 け か い 孑翊

夏
休
み
も
終
盤
を
迎
え
た
八

月
二
十
一
日

、
蓬
田
村
ふ
る
さ

と

総
合

セ

ン

タ
ー

に

お
い

て

「
母
と
子
の
料
理
教
室
」

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
夏
休
み
の
宿
題
の
処

理
に
大
忙
し
に
も
か
か
わ
ら
ず

、

十
九
人
の
小
学
生
と
二
人
の
お

母
さ
ん

が
参
加
し

、
食
生
活
改

善
推
進
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

調
理
実
習
に
入
る
前
に
学
校

栄
養
士
の
浅
利
由
美
子
さ
ん
か

ら
作
り
方
の
説
明

を
受
け
①
チ

キ
ン
カ
レ
ー
②
ち
ぎ
っ
て
サ
ラ

ダ
の
二
品
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り

組
み
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は

サ
ラ
ダ
の
野
菜
を
ち
ぎ
る
部
隊
、

カ
レ
ー
の
野
菜
・
肉
を
切
り
、

炒
め
る
部
隊
に
分
か
れ
、
そ
こ

に
お
母
さ
ん
や
食
生
活
改
善
推

進
員

が
入
り
、
手
を
と
り
な
が

ら
教
え
て
い
る
姿
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
汗

を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
作
っ

た
せ
い
か
、
大
変
お
い
し
い
カ

レ
ー
と
サ
ラ
ダ
が
出
来
上
が
り
、

健康ワンポイント講座　「結咳で「結核予防週間を知っていますか？」

結核予防週間→9月24日～30日

Ｑ。どんな症状が出てくるの？

Ａ．カゼのような症状（せき・たん・微熱

・疲労感など）が持続します。

蓬田村では、ここ数年、村の健診で見

つかる人はなく、自覚症状が現われて

から初めて受診する人が多い状況です。

年１回は必ず総合健診を受けて、異常

がないことを確かめましょう。

Ｑ．結核はどのようにしてうつるの？

Ａ．せきやくしゃみでうつります。

重症患者の結核菌が混じったせきやく

しゃみのしぶきを吸い込むことで感染

しますが、結核菌を吸い込んでも肺の

中に到達しなければ感染はしません。

また、感染しても発病するのは10人に

１～２人です。

Ｑ．結核を予防するためには？

Ａ．①未感染者はＢＣＧ接種を受けましょ

う

②健康的な生活習慣を…

かつて結核が大流行したのは貧困か

ら栄養状態が悪く、病気でも労働を

続けなければならなかったためです。

食生活などに気をつけ、体調を整え

ていれば、感染しても一生発病しな

い可能性が高いです。

③定期的に結核検診を受けましょう。

お
か
お
り
を
す
る
人
が
出
る
ほ

ど
好
評
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
大
好
き
な
カ
レ
ー
で
す
が
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
こ
と
で
さ

ら
に
格
別
の
味
が
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
・

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
休
み
の
日
に
お
母

さ
ん
の
御
飯
支
度
の
手
伝
い
を

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
よ
う
。

き
っ
と
い
つ
も
よ
り
お
い
し
い

御
飯
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

かつて結核は日本の国民病といわれるほ

ど多発していましたが、医療の進歩などで

大きく改善されてきたため、すでに克服さ

れた過去の病気であるという錯覚も生まれ

ました。しかし、平成９年にはこれまで減

少を続けてきた新規発生結核患者数が38年

ぶりに増加し、2, 700人が結核で亡くなっ

ています。特に 結核への関心が薄れてき

ていることに伴い、事業所、学校、病院な

どでの集団感染が増えています。また、従

来の特効薬が効かない多剤耐性結核につい

ても問題となっています。このような状況

を考えますと結核は今でもわが国の最大の

感染症といえるのではないでしょうか。こ

の結核予防週間をよい機会として国民１人

ひとりが結核の予防に取り組んでいって欲

しいものです。

母
と
子
の

料
理
教
室

５　●保健コーナー



カメラ

９月３日と４日の２日間、大倉山好会（山舘建会長）

と蟹田営林署が合同で登山道の整備を行いました。

草刈機を手に赤倉岳・袴腰岳間、約４ｋｍの登山道を

２班に分かれた会員と営林署職員11人は、刈り払いとゴ

ミ拾いに汗を流しながら作業に当たりました。

この２日間は晴天に恵まれたため、赤倉岳頂上からは

青森市、蟹田町、今別町、金木町、十三湖に北海道の渡

島半島まで360度の大パノラマが広がっていました。

毎年村内外から多くの登山者が訪れている蓬田三山

（大倉岳、赤倉岳、袴腰岳）は、これから本格的な山菜

シーズンを迎えます。せっかくきれいになった登山道で

すから、ゴミは持ち帰り、みんなで美しい蓬田三山を守

りましょう。

中沢地区宵宮祭り

ア　 イ

登山道整備

８月17 日、中沢地区の傘松観音で毎年恒例の宵宮祭り

が行われ、子どもから大人まで大勢でにぎわいました。

あいにくの雨でしたが、会場には「まつり」と題して

子ども会の川柳が19句掲示され、おでんやフランクフル

トなどの屋台が立ち、傘松観音は大きな笑いと歓声がこ

だましていました。

カメラアイ　6



●
戦
場
へ
　

小
旗
で
送
っ
た
　

夢
を
見
る
　
　
　
　
　

樫
　
吾

●
里
の
味
　

宅
急
使
で
　

ひ
孫
ま
で
　
　
　
　
　
　
　

勇
　
三

●
着

い
た
よ
と
　

孫
の
電
話
に
　
声
は
ず
む
　
　
　
　

藤
　
正

●
朝
一
番
　

窓ヽ
で
沖
見
る
　
漁
夫
の
顔
　
　
　
　
　
　

和
　
也

新
米

、
き
の
こ
、
飯
蛸

な

ど

食

べ
物

が
お
い
し
い

シ
ー

ズ
ン

。

味
覚
の
秋
を
満
喫
し
よ

う
。

村民野球大会

ｙ

ニ
　

ー

８月15日、村民野球大会が村スポーツガーデ

ン野球場において開催され、４つの自治会チー

ムが参加し、熱戦が繰り広げられました。

晴天に恵まれた会場では、選手の元気なプレー

に観衆の声援が飛び

交っていました。

決勝戦は阿弥陀川

チームと中沢チーム

が対戦し、１対５で

中沢チームが優勝し

ました。

試合結果は右のと

おりです。

堆肥製造施設安全祈願祭

８月30日、堆肥製造施設安全祈願祭が阿弥陀

川地区の建設地で行われ、古川正隆村長はじめ

関係者20人が出席して、工事の安全を祈願しま

した。

工事は、平成11年12月中句完成を目指し、新

ライスセンター北側に建設されます。

なお、小学校通りを工事車両等が通行し、住

民の皆様に不便をおかけすることと思いますが、

ご協力をお願いします。

村のために役立ててと

８月10日、坂本日東さん（長科）が役場を訪れ、

寄付金５万円を田中武収入役に手渡しました。

頂いた寄付金は、老人福祉に活用することにな

りました。

善意の心ありがとう

ございました。

●
真
心
を
　
感
じ
る
毋
の
　
宅
急
使
　
　
　
　
　
　
　
勝
　
子

●
口
下
手
で
　
想
い
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
顛
る
僕
　
　
　
藤
　
久

●
叱
っ
て
も
　
怒
っ
て
も
　
旬
送
る
　
　
　
　
　
　
　
清
　
春

●
定
期
バ
ス
　
送
り
送
ら
れ
　
爺
と
婆
　
　
　
　
　
　
貴
　
広

７　●カメラアイ／川柳北緯41°



東 京 都は

東 京 空襲
で犠牲 とな っ た方 々の

お 名 前を 記録し 、名 簿を 作 成し ま す。

お知らせ

･青森県文化観光立県宣言記念イベント･

ゆかりの方々に首都圏イベントの参加呼びかけを

「文化観光立県」を首都圏にＰＲするため、昨年に引き続

き東京ドームにおいて「活彩あおもり大祭典’99」が11月26

日（金）～28日（日）までの三日間開催されます。青森県の

祭りや文化、郷土芸能、郷土料理など「まるごと青森」を首

都圏に向けて発信いたします。

今年も、たくさんの首都圏の方々に参加を呼びかけるため

に 県民挙げての「はがき大作戦」を実施いたします。 皆さ

んもこのはがきを首都圏にお住まいの親戚、友人、知人に出

してみませんか。

はがきは、10月１日ごろから、蓬田村役場企画課に備え置

いております。なお、このはがきは、首都圏イベントの入場

整理券とインスタントくじ引換券を兼ねております。ふるっ

てご活用ください。

※多くの方々に広くご参加いただくため、一人当たりの配布

枚数は、５枚以内とさせていただきます。

【お問い合わせ先】

蓬田村役場　企画課　　　B0174  ―27-2194

釣り人の皆さんへ

ブラックバスやブルーギルは魚肉性で、しかも繁殖力が強

いため、アユ、ワカサギ、コイ、フナやエビ等の有用資源に

悪影響を与えることが懸念されています。

このため、県では内水面漁業調整規則でこれらの移植を禁

止しています( 罰則：６ヵ月以下の懲役もしくは10万円以下

の罰金)。

釣ったブラックバスやブルーギルは再び放流しないように

して下さい。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】

青森県漁業管理課資源管理班　　　　0177  ― 34 ― 9592

オオクチバス

コクチバス

〈 オオ ク チノ叺 と コ クチ バ スの 主な 梛ａ 点≫

（Σ政5ご と 眼 の 位ｚi関 係

②2 つ あ る 背び れ力 啀 既 し てし丶る かい な い か

③ オオ ク チ バ スは 青緑 色． コ ク チ パス は 黄 士 色

④ 体の し ま横 様

ブル ーギル

龍飛埼灯台を一般公開します

青森海 上保安 部で は、11 月 １日 の 「灯 台記念 日」 にあたり、
龍 飛埼灯 台 の一 般公 開を 行い、 航 路標 識業 務 の一端 を 紹介し
ます 。

●公 開 日時　 平 成11 年10 月31 日 （日）　10:00 ～15:00
●展 示 品等　 ① 灯台、 霧 信号 所の現 用 機 器類

②灯 台 のパ ネル 写真 （津 軽海 峡付 近 の灯台 そ の
他）

③灯 台 の各 種電 球
④ 全国 の見 学が できる 灯台 の紹介

⑤ 全国 各地 の船 舶気 象通 報実 施個 所 の紹介
⑥ 津軽 海峡 地区船 舶気 象通 報テ レ ホン サ ービス

の放 送内 容の 紹介

⑦Ｄ ＧＰ Ｓ のデ モンス トレ ーシ ョ ン
⑧ 記念 撮影 用等 身大パ ネル （海 上保 安官 と 「う

みま る」）　　　　　　　　　　　　　　　 など
●参 観 料　 無 料
●灯 台記 念 日の 由来

明治 初年、 急 速 に日 本文明 が発 達し た端 緒は 、 西洋 の技

術 を取 り入 れ た灯台 の 建設で あり まし た。 灯台 は、 わ が国
の 近代 文化 の 象徴で あ り、さ きが けで もあ った こ とか ら、
海 上保 安庁 では 昭和24 年 に、文 化 の 日に先 立つ11 月 １日を

「灯台 記念 日」 とし て定 め、 先人 の偉 業を し のび、 航 路標
識 事業 の周 知を 図る こ とにし まし た。

また、 こ の 日は、 日本 最初 の洋 式灯 台で ある 観音 埼灯 台
を 東京 湾 の玄関 口 にあた る位 置に 建設 を着 手し た 日 （明 治

元年11 月１ 日） に もあ た り ます。
【お 問い 合わ せ先】

青森 海 上保安 部　 灯 台課　110177-34-2422

龍 飛埼灯 台　　　　　　　 爾0174-38-2050

先 の 大戦で、 東 京は 昭和17 年 ４月18 囗の初 空 襲以来 、 終戦
当日 の昭 和20 年８ 月15 日に 至る まで のた び重 なる 空襲 によ り
甚大 な被 害を受 け、 ま た多く の 方々 が犠 牲 とな りまし た。 東
京 都で は、 皆様のご協 力を 得て、 東京空 襲 の犠牲 者を追悼し 、
平 和 を願 うた め、名 簿 を作成 い たし ます。 ご 遺族 や、 心当 た
りのあ る 皆様 のご俥 絡 をお待 ちし てお り ます 、

● 名簿 にの せる 方

東
京空 襲 （昭和17 年 ４ 月18 日か ら昭 和20 年 ８月15 日）で

亡く な っ た方。（空 襲に よ る負 傷 等 が原 因で 亡 く なっ た方
を含 み ます｡）

● 連絡 いた だく 内容 と方 法
は がき 、手 紙ま たは フ ァッ クスで、 次 の こと につい てで

きる だけ 正確 にご 連絡く だ さい。
（１）亡 く なっ た方 の ①氏 名 （フリガ ナも ）、 ② 性 別、 ③年

齢、 ④亡く なっ た 年月 日、 ⑤亡 くな っ た場所 、なお 、
不明 の点 は空 白の まま で結 構で す。

（２）連絡 いた だく方 の ①氏 名、 ②住 所、 ③電 話 番号、 ④亡

く な った方 と の関 係
● 期限

平成12 年 ５月 末日 まで
※連 絡い ただい た 内容は 、お 名 前を 記録し 、 名簿 を作 成す
るた めに のみ使 用し、 そ れ以 外 の目的 に は利 用い たし ませ
ん。 また、プ ライバ シー の保 護 には十 分 配慮 いたし ま す。
※軍 人・ 軍属だ った 方は 、東 京都 戦没 者 霊苑 ［文 京区 春日
］｡-14- ４） にお い て、 慰霊 ・追 悼し て いま す。

【お 問い 合わ せ先 】
東 京都 生活 文化 局コミ ュ ニテ ィ文 化部 振興 計画 課
東 京空 襲 犠牲者 名簿 担当　　S03  ―5388  ―3141

報
情 局
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キ
ノ
コ
採
り

熊
に

注
意
１
・

遭
難
を
な
く
そ
う

猛
暑
が
続
い
た
今
年
の
夏

も

よ
う
や
く
終
わ
り

、
こ
れ
か
ら

キ
ノ
コ
な
ど
秋
の
山
菜
採
り
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま
す

。

山
菜
採
り
は
、
手
軽
に
楽
し

め
る
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
地
方
で
は
数
年
前
か
ら
遭
難

す

る
人
が
急
増
し
、
そ
の
た
び

に
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
《
熊
》

に
も

注
意
を
払
い
な
が
ら
の
山
菜
採

り
と
な
り
ま
す
。

去
る
七
月
十

一
日
、
今
別
に

お
い
て
熊
ら
し
い
も
の
が
目
撃

さ
れ
、
調
査
の
結
果

、
熊
で
あ

る
と
分
か
り
ま
し

た
。

当
署
管
内
だ
け
で
な
く
、
県

内
全
域
で
人
里
に
近
い
と
こ
ろ

で
目
撃
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
山

は
熊
の
縄
張
り
で
す
。
十
分
注

意
す

る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
、
安
全
な
山
菜
採
り

を
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
よ
う
。

◇
山
に
入
る
前
に

◆
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
入

山
す

る
計
画
を
。

◆
万
一
に
備
え
食
料

、
雨
具
、

マ
ッ
チ
、
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど

を
持
つ
。
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

は
、
事
前
に
山
用
の
衣
服
に

包
み

、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
お
く
。
発
煙
筒

が
な
い
場

合
は
、
煙
が
多
く
出

る
化
繊

系
統
の
ス
カ
ー
フ
や
靴
下
等

を
持
つ
。

◆
家
族
や
同
僚
ら
に
「
行
き
先
」

「
帰
宅
予
定
時
間
」

を
知
ら

せ
て
お
く
。

◆
秋
山
の
色
と
正
反
対
の
目
立

つ
服
装
に
す
る
。

◇
山
に
入
っ
た
ら

◆
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
、

離
れ
ば
な
れ
に
な
ら
な
い

。

◆
熊
よ
け
に
《
鈴
》
《
ラ
ジ
オ
》

を
鳴
ら
す
。

◆
欲
張
ら
ず
、
早
め
に
下
山
す

る
。

◇
迷
っ
た
ら

◆
慌
て
て
歩
き
回
ら
ず

、
小
枝

を
燃
や
す
等
、
暖
を
と
り
救

助
隊
を
待
つ
。

◆
助
け
を
求
め
る
と
き
は
「
オ
ー

イ
」
で
は
な
く
「
助
け
て
！
」

と
叫

ぶ
。
「
オ
ー
イ
」

だ
と

仲
間
が
呼
び
合
っ
て
い
る
も

の
と
見
過
ご
さ
れ
る
。
人
の

声
や
ヘ
リ
の
音

が
聞
こ
え
た

ら

、
広
い
場
所
に
出
て
、
夕

オ
ル

等
白
っ
ぽ
い
物
を
振
っ

て
合
図
す
る
。
小
さ
く
て

も

鏡
な
ど
反
射
す

る
も
の

が
効

果
的
で
す
。

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し

早
め
に
下
山
し
　
舌
鼓

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

山
遭
協
蟹
田
支
部
蓬
田
駐
在
所

冒
0
1
7
4
－
2
7
1
2
0
3
叭
）

仕
事
を
し
な
が
ら
育
児
や
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
が
、
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
育
児
・
介
護
・
家

事
等
に
関
す

る
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
の
具
体
的
な
情
報

を
電

話
等

に
よ

り

提

供
す

る

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ

フ
ォ

ン
事
業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
日

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

●

時
間

午
前
九
時
三
十
分

～
午
後
四
時
三
十
分

※
情
報
提
供
は
無
料
で
す

。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
財
）
　二
十
一
世
紀
職
業

財
団
青
森
事
務
所

霆
0
1
7
7

－
7
6－
2
0
2
0

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

た
め
、
七
月
三
十
一
日
か
ら
、

電
話
の
移
転
や
各
種
サ
ー
ビ
ス

等
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し

込

み

を
電

話
で

承

っ
て

い

る

「
１
１
６
」
の
営
業
を
、
土
休

日
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
）
に

も
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

○
目
的

「
１
１
６
」
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
平
日
の
み
の
営
業
と
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
共
働
き
の

増
加
や
生
活
様
式
の
多
様
化
等

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴

い
、
土
休
日
に
も
営
業
し
て
欲

し
い
と
の
お
客
様
の
要
望
に
お

応
え
し
、
よ
り
一
層
の
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

今
後
は
、
お
客
様
が
時
間
に

余
裕
の
あ
る
土
休
日
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
い
た
り
、
ご
家

族
と
相
談
し
て

か
ら
お
申
し
込

み
い
た
だ
け

る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
便
利
に

「
１
１
６
」

を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す

。

○
営
業
日

こ
れ
ま
で
の
平
日
に
加
え
、

土
休
日
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
旦

も
営
業
し
、
年
中
無
休
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
九
日

か
ら
一
月
三
日
）

は
休
業
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
営
業
時
間

従
来
と
同
様
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

む
ら
・
ま
ち
麺
恋

“
麺
め
ん
サ
ミ
ッ
ト
十
三
湖
”

市
浦
村
商
工
会
で
は
、
青
森

県
商
工
会
連
合
会
と
の
共
催
に

よ
り
、
む
ら
・
ま
ち
麺
恋

。麺

め
ん
サ
ミ
ッ
ト
・
皿
十
三
湖
”
を

市
浦
村
で
開
催
し
、
麺
類
を
広

く
捉
え
、
広
範
囲
に
討
議
検
討

し
、
県
内
各
地
で
の
取
り
組
み

と
、
今
後
の
方
向
性
等
を
討
論

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
へ
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

○
開
催
日
時

平
成
十
一
年
十
月
十
七
囗

午
前
十
時
～
午
後
三
時

○
開
催
会
場

●
対
談
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
浦
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー
ル
」

午
前
十
時
？
正
午

●
試
食
会

セ
ン
タ
ー
隣
接

「
体
育
館
」

正
午
～
午
後
三
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
浦
村
商
工
会

霆
0
1
7
3
1
6
2
－

２
２
３
の乙

育
児
・
ｎ

護
・
家
事
等
の

サ
ー
ビ
ス
に
閭
す
る
情
報
は

フ
レ

ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

「
１
１
６
」
土
休
日
営
業
の

実
施
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
新
会

社
発
足
に
伴
い
、
よ
り
一
層
の
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海
外
移
住
者
】
の

任
意
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

海
外
に
居
住
し
て
い
る
方
は
、

そ
の
期
間

が
国
民
年
金
の
強
制

適
用
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間
は
、

合
算
対
象
期
間

（
カ
ラ
期
間
）

と
な
り
国
民
年
金
の
資
格
が
あ
っ

た
こ
と
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
実
際
に
受
け
取
る
年

金
は
低
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
海
外
に
住
ん
で

い

る
方
も
希
望
す
れ
ば
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
（
任
意
加

入
）

が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
に
あ
た
っ
て
は

、

国
内
に
い

る
親
族
を
協
力
者
と

し
て
加
入
の
申
し
出
や
保
険
料

の
納
付

を
代
行
し
て
も
ら
い
ま

す

。協
力
者

が
い
な
い
場
合
は
、

日
本
国
民
年
金
協
会
に
こ
れ
ら

の
手
続
き
の
代
行
を
依
頼
し
ま

す

。
「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

霞
0
1
7
4

－
2
7－
2
1
1
2

「
夜
の
水
族
館
見
学
会
」
の

お
知
ら
廿

浅
虫
水
族
館
で
は
、
「
夜
の
水

族
館
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い

閉
館
後
の
水
族
館
の
様
子
を
飼

育
担
当
者

が
、
説
明
を
加
え
な

が
ら
ご
案
内
し
ま
す
。
照
明
が

消
え
た
水
槽
で
は
、
昼
間
と
違

う
魚
た
ち
の
姿
を
見

る
こ
と
が

で

き
ま
す

。
（
午
後
五

時
三
十

分
ま
で
は
通
常
の
館
内
を
ご
覧

い
た
だ

き
ま
す

。）

人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
当
日
午
後
五
時
三
十
分

ま
で
に
浅
虫
水
族
館
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い

。

●
実
施
日

平
成
十
一
年
十
月
二
日

（
土
）
、

九
日

（
土
）
、
十
六
日

（
土
）

●
時
間

午
後
五
時
三
十
分
～

午
後
七
時
ま
で

●
参
加
料

シ
ョ
ー
終
了
後
の特

別
入
館
料

（
大
人
　
一
○
五
〇
円
）

※
午
後
四
時
前
に
入
館
し
た
場

合
は
通
常
料
金
と
な
り
ま
す
。

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

浅
虫
水
族
館
　

総
務
課

霞
0
1
7
7
j
5
2
－
3
3
7
7

カ
ー
ト
で
と
れ
ま
す
！

会
社
等
の
印
鑑
証
明
書

青
森
地
方
法
務
局
（
登
記
部

門
）
で
は
、
来

る
九
月
二
十
七

日
か
ら
会
社

や
法
人
の
印
鑑
証

明
書
が
申
請
書

（
押
印
不
要
）

と
カ
ー
ド
で
と
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す

。

す
で
に
印
鑑
を
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

印
鑑
入
力
作
業

が
完
了
次
第
、

順
次
、
印
鑑
カ
ー
ド
交
付
申
請

に
つ
い
て
ご
案
内

を
い
た
し
ま

す
の
で

、
ご
連
絡
を
受
け
た
方

は
、
カ
ー
ド
交
付
の
手
続
き
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
十
二
年
三
月
二

十
八
日
か
ら
は
、
す

べ
て
印
鑑

カ
ー
ド
方
式
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す

。

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

青
森
地
方
法
務
局
　

登
記
部
門

霆
0
1
7
7

－
7
6－
9
0

４
1

9 月

冠水した電気器具の使用にはご注意

財 東北 電気保 安協会

農
業
用
免
税
軽
油
の
受
け
付
け

青
森
県
税
事
務
所
で
は
、
平

成
十
二
年
に
使
用
す

る
農
業
用

免
税
軽
油
に
つ
い
て
の
申
請
を

受
け
付
け
し
ま
す
。

受
け
付
け
は
、
平
成
十
一
年

十
一
月
二
十
五
日
及
び
同
月
二

十
六
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
に

、
青
森
市
長
島
二

丁

目
十
九
番
一
号
東
京
海
上
ビ

ル
五
階
の
青
森
県
税
事
務
所
で

行
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
き
が
受
付

期
間
よ
り
遅
れ
ま
す
と
、‘
免
税

証
の
交
付
も
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で

、
受
付
期
間
は
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

。

申請に必要なもの

新
規
…
新
た
に
申
請
す
る
人
及
び

使
用
機
械
に
変
更
の
あ
っ
た
人

継
続
・：
免
税
軽
油
使
用
者
証
の

有
効
期
限

が
平
成
十
二
年
十

二
月
三
十
一
日
以
降
の
人

更
新
・：
免
税
軽
油
使
用
者
証
の

有
効
期
限

が
平
成
十
二
年
十

二
月
三
十
日
以
前
の
人

※
そ
れ
ぞ
れ
提
出
書
類
が
違
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

青
森
県
税
事
務
所
　

間
税
課

霆
0
1
7
7

－
2
2－
1
1
1
1

（
内
線
　
5
4
0
6

）

蓬
田
村
農
業
協
同
組
合
給
油
所

露
0
1
7
4

－
2
7－
2
1
0
5

提
　
　

出
　
　

書
　
　

類

●

印

の

も

の

が

必

要

で

す

大耕 すまし備準てつもえまが人るす請申

① ② ③ ④ ⑤ ⑤ ⑦ ② ⑤ ⑩ ⑥ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

免

税
証

交
付

申
請

書

免

税
軽

油
所

要
数

量
計

算
書

県
税
証
明
書
等
原
簿
（
県
証
紙
四
百
円
貼
付
）

免
税
軽
油
使
用
責
証
交
付
申
請
書

免
税
軽
油
使
用
責
証
共
同
交
付
申
請
書

四
百

半

円
切
手
（
返
信
用
封
筒
に
貼
付
）

印

鑑

耕
作
証
明
書
（
農
業
委
員
会
発
行
）

使

用
機

械

譲
渡
証

明

書

免
税
輊
油
使
用
者
証
（

組
合
員
名
簿
（
全
員
の
押
印
が
必
意

総

会

の
議

事
録

謄
本

組
合
定

款

・
規

約

軽

油

使
用

計
画

書

前
年

の
軽

油
使

用
明

細
書

軽

油

納
品

書

皿
年

以

前

心

も

心

）

申
　
　

請
　
　

区
　
　

分

個
　
　

人

規新 ● ● ● ● ● ● ・ ●

続継 ● ● ● ● ● ●

新更 ● ● ● ● ● ● ● ●

共
同
申
請

規新 ● ● ● ● ● ● ● ●

続継 ● ● ● ● ● ●

新更 ● ● ● ● ● ● ● ●

防
除
組
合
等

規新 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

続継 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

新更 ● ● ＠ ● ● ● ● ● ● ● ●

●お知らせ情報局　10



児
童
川
柳

第
19
回

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

百
六
十
句
、
八
十
人
分
の
耳

が
あ
り
ま
し
た
。
五
七
五
の
中
に
大
聞
か
い

る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い

。
一
人
で
三
十

句
出
し
て
く
れ
た
大
が
い
ま
し
た
が
、
動
物
の
耳

が
き
た
な
い
と

か
、
汚
れ
て
い
る
と
か
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
く
ふ
う
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん

、
感
じ
方

が
い
い
の
で
す
が
、
言
葉
を
つ
な
い
で
文
に
す
る
こ
と

を
少
し

考
え
て

下

さ
い

。
そ
う
す
る
と

、
レ

ベ
ル

が
上
が
る
と
思
い

ま
す
。

大
位
　

人
の
耳
で
は
な
く
、
台
風
に
目

を
向
け
ま
し
た
。
で
も

、
大
宮
さ
ん
は
、
台
風
に

き
っ
と
人
間
を
見
つ
け
た
の
で
す
ね
。

地
位
　
耳
と
い
う
言
葉
が
句
の
中
に
出
て
来
ま
せ
ん
が
、
「
ぬ
す
み
聞
き
」

と
い

う
言
葉

が
耳
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
ま
た
句
の
全
体
を
パ
ツ
と
決
め
て
い
ま

す
。

天
位
　
耳

が
こ
と
ば
と
こ
と
ば
を
結
ん
で
い
た
と
は
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
見
で
す

。

友
達
と
の
会
話
が
、
こ
の
句
の
中
に
出
て
い
て
好
感
が
持
て
ま
し

た
。

テレホンガイド
１０　OCTOBER

ト レ セ ン　　　27-3010

よもぎ温泉　　　27-2170

中央公民館　　　27-2076

屎　育　 所　　　27-2180

幼　稚　 園　　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　　27-2038

叶会福祉協議会　27-2828

役　　　 場　27-2111

F AX　27-3255

教育委員会　31-3111

FAX　31-3112

ふるさと総合センター

31 -3200

マルシェよもぎた

31-3040

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

％ 25 26 27 28 29 30

10月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　 所 時間 担　 当

10/4 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

６ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 //

８ 金 ３種混合ワクチン（２回目） 蓬　 田　診　 療　所 13:00 福　　祉　　課

13 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

17 日 第６回福祉と健康まつり ト　　レ　　セ　　ン 9:00 福　　祉　　課

18 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13:30 中 央 公 民 館

20 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 //

22 金 股脱検診 // 9:00 福　　祉　　課

24 日 秋季火防演習 蓬　　　　の　　　　園 総　　務　　課

25 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

27 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 ﾉ/

児童川柳／行事予定表1

1

題
「

耳

」

天
位
　
３
年

吉
崎
　
彩
奈
さ
ん

ペ
ン
シ
ル

●
佳
作
　
８
年
間
い
つ
も
わ
た
し
が
つ
か
っ
て
た
耳
　
　
　

３

年
　

大
宮
由

紀
子

み
み
い
た
い
び
ょ
う
い
ん
い
っ
た
ら
ち
ゅ
う
じ
え
ん

６

年
　

三
上
　

博
俊

地
球
に
は
い
ろ
ん
な
耳
が
あ
る
ん
だ
よ
　
　
　
　

６

年
　

越
田
　

春
香

み
み
の
な
か
き
こ
え
て
く
る
物
い
っ
ぱ
い
だ
　
　

４

年
　

泉
　
　

和
希

オ
レ
の
耳
ふ
く
耳
な
の
に
金
こ
な
い
　
　
　
　
　

６

年
　

古
川
　

直
樹

あ
の
お
ば
さ
ん
こ
っ
ち
に
ら
む
な
じ
ご
く
耳
　
　

６
年
　

津
島

友
里
恵

じ
ゅ
う
よ
う
な
耳
は
か
ぞ
く
の
き
ず
な
だ
よ
　
　

５
年
　

八

戸
　

隆
仁

先
生
の
せ
っ
き
ょ
う
耳
が
ち
ぎ
れ
そ
う
　
　
　
　

６
年
　

木

村
亜
友
美

み
み
は
よ
い
な
ぜ
な
ら
み
み
は
た
ん
ち
き
だ
　
　

６
年
　

久
慈
　

隼
人

耳
っ
て
ね
聞
こ
え
な
い
人
も
い
る
ん
だ
よ
　
　
　

５
年
　

八
戸
龍
太
朗

ふ
く
わ
ら
い
耳
が
目
の
所
へ
い
っ
ち
ゃ
っ
た
　
　

３
年
　

三
上
　
　

匠

耳
た
ぶ
に
幸
せ
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て

る
　
　
　
　

６
年
　

藤
本
　

康

幸

お
ば
さ
ん
に
み
み
が
あ
る
け
ど
き
こ
え
な
い
　
　

３
年
　

青
木
　

未

来

耳
の
中
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
あ
る
か
も
ね
　
　
　

３

年
　

小
鹿
　

暢
也

耳
す
ま
し
こ
ん
ど
は
夏
の
こ
え
き
こ
う
　
　
　
　

５

年
　

村
上
　

和
也

●
五
客
　
し
よ
く
ぶ
つ
は
め
は
あ
る
け
れ
ど
み
み
は
な
い
　

５

年
　

坂
本
友

紀
乃

あ
ぶ
な
い
ね
み
み
の
き
こ
え
ぬ
人
た
ち
は
　
　
　

５

年
　

高
木
　

美
佳

お
ば
あ
さ
ん
耳
が
き
こ
え
な
く
か
わ
い
そ
う
　
　

３
年
　

細
谷
　

咲
奈

耳
か
ら
ね
の
う
に
つ
た
わ
る
テ
レ
パ
シ
ー
　
　
　

２
年
　

八
戸
　

菜
摘

み
み
す
ま
し
ち
い
さ
な
お
と
を
き
い
た
ん
だ
　
　

３
年
　

柿

崎
英
梨
子

☆
人
位
　
た
い
ふ
う
に
目
は
あ
る
け
れ
ど
み
み

が
な
い
　
　

５
年
　

大

宮
　

由
子

☆
地
位
　
じ
い
ち
ゃ
ん
の
せ
ん
り
ゅ
う
の
こ
つ
ぬ
す
み
聞
き

６
年
　

坂
本
　

官
一
仁

☆
天
位
　
耳
っ
て
ね
こ
と
ば
と
こ
と
ば
む
す
ぶ
ん
だ
　
　
　

３
年
　

吉
崎
　

彩

奈

さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん



戸 籍 の

窓　 囗

蓬
田
中
学
校
で
は
、
自
分
た
ち

の
住
む
地
域
の
美
化
作
業
を
通
し

て
、
地
域
の
生
活
環
境
に
関
す
る

意
識
を
向
上
さ
せ
、
郷
土
を
大
切

に
す
る
心
を
育
も
う
と
、
八
月
三

十
一
日
、
一
年
生
は
中
沢
駅
周
辺
、

二
年
生
は
瀬
辺
地
駅
周
辺
、
三
年

Ａ
組
は
蓬
生
園
周
辺
、
三
年
Ｂ
組

は
郷
沢
駅
周
辺
と
四
個
所
に
分
か

れ
て
、
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま

し
た
０。

蓬
中
生
は
草
刈
鎌
や
ほ
う
き
、

ぞ
う
き
ん
、
ゴ
ミ
袋
を
手
に
周
辺

の
草
刈
り
や
駅
待
合
室
の
看
板
、

い
す
を
す
み
ず
み
ま
で
丁
寧
に
掃

除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
校
長
先
生

は
じ
め
先
生
た
ち
も
草
刈
機
等
を

手
に
汗
を
流
し
な
が
ら
作
業
に
あ

た
り
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

奉
仕
活
動
、
大
変
御
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

人 口と世帯数

(８月31 日現在)

総人口　3, 708人

男　　1, 769人

女　　1,939 人

世帯数　1,088 世帯

８月受付分

ご結婚おめでとうございます

（ 藤本　正人　（長　科）

永澤可奈子　（長　科）

おくやみ申し上げます

み
～
つ
け
た

佐井　武道（高　　 根　79歳）

坂本　ヨシ（中　　 沢　88歳）

森　ふみゑ（阿弥陀川　74歳）

1

3

0

８月24日、伊豫部良次さん（瀬辺地）宅の庭で、１つの

茎から青紫色と白色の２色の花が咲いているキキョウを見

つけました。

天候の影響なのか、突然変異なのか。

児
童

川
柳

ペ
ン

シ
ル

、
題

「
春
」

の
川
柳
は
、
十
月
号
で

掲
載
し
ま
す
。

天
位
の
大
宮
由
紀
子
さ
ん
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

み～つけた／戸籍の窓口　12

お
　
詫
　
び

蓬
中
生
の
清
掃
奉
仕
活
動
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